
家庭学習のてびき

尼崎市立園和北小学校

(1)学習
がくしゅう

を始
はじ

める前
まえ

に

①テレビ・音楽
おんがく

などは消
け

す。

②机
つくえ

の上
うえ

を片付
か た づ

ける。

③学習に必要
ひつよう

な用具
よ う ぐ

をそろえる。

(2)学習用具のチェック

□ えんぴつ ４～５本
ほん

（Ｂや２Ｂがよい） ··使
つか

ったら削
けず

って明日
あ す

への準備
じゅんび

します

□ 赤
あか

えんぴつ １本
ぽん

····························· ○付
つ

けやノートまとめに使
つか

います

□ 消
け

しゴム ·······································よく消
き

えるものを一
ひと

つ用意
よ う い

します

□ ものさし ·······································線
せん

をひく時
とき

には必
かなら

ず使います

□ 下
した

じき ··········································ノートには必ず下じきをしきます

□ ネームペン ····································名前
な ま え

書
か

き用
よう

に１本入
い

れておきます

□ その他
た

······················ コンパス・三角
さんかく

定規
じょうぎ

など、先生
せんせい

に指示
し じ

されたもの

※飾
かざ

りつきのえんぴつや筆箱
ふでばこ

、香
かおり

つきやおもちゃのような消しゴムは、学習に集 中
しゅうちゅう

しにくくなります。

※必要
ひつよう

な物
もの

以外
い が い

に多
おお

くの物を入れないように、家庭
か て い

でも点検
てんけん

・声
こえ

かけをよろしく

お願
ねが

いします。

→

(3)家庭学習の進
すす

め方
かた

①学習時間
じ か ん

を先
さき

に決
き

める

②はじめに宿題
しゅくだい

をする

③自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

で何
なに

をするかを選
えら

ぶ

＊「(7)家庭学習の方法
ほうほう

」から選ぶ

＊自分
じぶん

で 考
かんが

えたり、家
いえ

にある問 題 集
もんだいしゅう

などをしたりしてもよい。

④読書
どくしょ

をする。

(4)学習が終
お

わったら

（自分ですること）

⑤答
こた

え合
あ

わせやまちがいなおしを

する

⑥家の人
ひと

に見
み

てもらう。○付けをし

てもらってもよい。

⑦宿題や自主学習をしたノートな

どをランドセルに忘
わす

れずにしま

う。(えんぴつは削っておく)

⑧連絡帳
れんらくちょう

や時間割
じかんわり

を見て、明日の

学習や給 食
きゅうしょく

の準備
じゅんび

をする。



(5)学習が終わったら（おうちの人にしていただきたいこと）

①宿題ができているか確認
かくにん

してください。

②頑張
が ん ば

ったことをたくさんほめてあげてください。

③間違
ま ち が

っているところは、お直
なお

しをさせてください。

④連絡帳にサインや押印
おういん

をしてください。

(6)学習
がくしゅう

時間
じ か ん

のめやす

学年
がくねん

１・２年 ３・４年 ５・６年

学習時間 ３０分～ ４５分～ ６０分～

曜日
よ う び

ごとに学習を始める時間と、学習する時間を決めます。見たいテレビ・

習
なら

い事
ごと

などの時間も考えて決
き

めます。

(7)家庭学習の方法（こんな学習をしたらどうでしょう）

国語
こ く ご

算数
さんすう

社会
しゃかい

・理科
り か

・総合
そうごう

・漢字
か ん じ

練習
れんしゅう

・漢字ドリル

・意味
い み

調
しら

べ

・日記
に っ き

・音読
おんどく

・視
し

写
しゃ

・テストの問題
もんだい

を

もう一度
い ち ど

解
と

く

・計算
けいさん

練習
れんしゅう

・計算ドリル

・教科書
きょうかしょ

の問題

・百
ひゃく

マス計算

・テストの問題を

もう一度解く

・勉強
べんきょう

したことに

関係
かんけい

あることを資
し

料
りょう

などで調べる

・授業
じゅぎょう

で学習したこ

とをもう一度ノー

トにまとめる




